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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド」は、2023年９月20日に第１期の決算を行いましたの
で、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／不動産投信 

信 託 期 間 2022年12月14日から無期限です。 

運 用 方 針 
東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券を実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長

期的な成長を図ることを目指して運用を行います。 

主要投資対象 
Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド ・ＲＭ国内リートアクティブマザーファンドの受益証券 

ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

主な投資制限 

Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 
・不動産投資信託証券および株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 

・外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の

水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあ

ります。 

 

Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・ 
アクティブファンド 

第１期（決算日 2023年９月20日）
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み) 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2022年12月14日 10,000 － － 4,465.11 － － 1 

１期(2023年９月20日) 9,852 0 △1.5 4,500.96 0.8 99.0 54 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）は、東京証券取引所に上場している不動産投資信託（ＲＥＩＴ）全銘柄を対象として算出した東証ＲＥＩＴ

指数に、分配金支払いによる権利落ちの修正を加えた指数です。なお、指数に関する著作権、知的財産権その他の一切の権利は株式会

社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み) 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(設定日) 円 ％  ％ ％ 

2022年12月14日 10,000 － 4,465.11 － － 

12月末 9,722 △2.8 4,403.82 △1.4 98.5 

2023年１月末 9,378 △6.2 4,263.06 △4.5 98.2 

２月末 9,537 △4.6 4,331.37 △3.0 97.5 

３月末 9,259 △7.4 4,204.73 △5.8 97.4 

４月末 9,790 △2.1 4,420.34 △1.0 97.6 

５月末 9,886 △1.1 4,448.91 △0.4 98.7 

６月末 9,729 △2.7 4,421.28 △1.0 98.4 

７月末 9,782 △2.2 4,472.88 0.2 100.5 

８月末 9,895 △1.1 4,539.20 1.7 97.8 

(期  末)      

2023年９月20日 9,852 △1.5 4,500.96 0.8 99.0 
 

（注） 騰落率は設定日比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

○運用経過 (2022年12月14日～2023年９月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）は、設定時の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）は当ファンドの参考指数です。 

（注） 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）は、東京証券取引所に上場している不動産投資信託（ＲＥＩＴ）全銘柄を対象として算出した東証ＲＥＩＴ

指数に、分配金支払いによる権利落ちの修正を加えた指数です。なお、指数に関する著作権、知的財産権その他の一切の権利は株式会

社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

世界的にインフレ加速懸念が強まるなか、株式に比べて相対的に高い分配金利回りが基準価額を下支えし

ました。一方、欧米主要国での長期金利上昇や日銀による金融緩和策の転換への警戒感が基準価額の下落要因

となりました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、設定時と比較して上昇しました。期初に、日銀が長期金利の変動許容幅を±0.25％か

ら±0.5％へ拡大したことで、国内の資金調達環境の引き締めが意識され、国内のリート市場は急落しました。

その後、米欧を中心とする金融システム不安や日銀による金融緩和策の再修正などを受け、国内のリート市場

は上値の重い展開が続きましたが、期末にかけて、日銀が金融緩和策を維持する姿勢を示したことなどが支援

材料となり、値を戻しました。 

 

 

当ファンド 

ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行いました。 

 

ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド 

徹底したリサーチ・分析に基づく定性判断により、中長期的かつ安定的な成長が期待できる銘柄を選定し、

投資を行いました。また、成長性に比して割安な銘柄への投資も行い、分配金利回り水準に配慮したポート

フォリオの構築に努めました。 

具体的には、期を通じてＧＬＰ投資法人や日本プロロジスリート投資法人などを始めとした物流系銘柄を

中心に中長期で安定成長が期待できる銘柄にウェイトを置いたポートフォリオを維持しました。また、コロナ

禍に落ち着きがみられるなか、国内での経済活動再開やインバウンド需要の回復を受けて業績拡大が期待で

きるホテル系銘柄に投資を行いました。相対的に割安感のある銘柄に対しては、期前半は都市部を中心に売り

上げ回復が期待される商業系銘柄、期後半は再評価機運が高まるオフィス系銘柄に着目して分配金利回りの

底上げが見込める銘柄に投資を行いました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率の対比です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2022年12月14日～ 
2023年９月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 118   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 
  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

○今後の運用方針 

当ファンド 

引き続き、ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行う方針です。 

 

ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド 

引き続き、徹底したリサーチ・分析に基づく定性判断により、中長期的かつ安定的な成長が期待できる銘柄

を選定、投資するとともに、成長性に比して割安な銘柄への投資を行い、分配金利回り水準に配慮したポート

フォリオの構築に努めます。 

具体的には、物流系を中心に中長期で安定成長が期待できる銘柄にウェイトを置いたポートフォリオを維

持します。不安定な市場環境が続くなか、物流系はキャッシュフローの安定性が評価される局面にあるとみて

おり、公募増資で価格が下落した銘柄を中心にウェイトを積み増していく方針です。また、割安銘柄への投資

ではオフィス系を含め分配金の底上げ施策が期待できる銘柄の発掘に努めます。 
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2022年12月14日～2023年９月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 76  0.788  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (37)  (0.381)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (37)  (0.381)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.025)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.006   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、ファンドの運営管理にかかる費用等 

 合 計 77   0.794    

期中の平均基準価額は、9,664円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.02％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

○売買及び取引の状況 (2022年12月14日～2023年９月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド 43,356 55,844 1,428 1,838 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月14日～2023年９月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年12月14日～2023年９月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年12月14日～2023年９月20日) 

 
設定時残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － 1 － 当初設定時における取得およびその処分 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

○組入資産の明細 (2023年９月20日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド 41,928 54,624 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2023年９月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド 54,624 99.7 

コール・ローン等、その他 179 0.3 

投資信託財産総額 54,803 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年12月14日～2023年９月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

親投資信託残高 
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Ｊ－ＲＥＩＴリサーチ・アクティブファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年９月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 54,803,150   

 コール・ローン等 178,901   

 ＲＭ国内リートアクティブマザーファンド(評価額) 54,624,249   

(B) 負債 636,893   

 未払解約金 532,449   

 未払信託報酬 103,820   

 その他未払費用 624   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 54,166,257   

 元本 54,980,275   

 次期繰越損益金 △   814,018   

(D) 受益権総口数 54,980,275口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,852円 
 

（注） 当ファンドの設定時元本額は1,000,000円、期中追加設定元本

額は56,740,026円、期中一部解約元本額は2,759,751円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は0.9852円です。 

（注） 2023年９月20日現在、純資産総額は元本額を下回っており、そ

の差額は814,018円です。 
 

○損益の状況 (2022年12月14日～2023年９月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        2   

 支払利息 △        2   

(B) 有価証券売買損益 597,059   

 売買益 622,311   

 売買損 △   25,252   

(C) 信託報酬等 △  113,179   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 483,878   

(E) 追加信託差損益金 △1,297,896   

 (売買損益相当額) (△1,297,896)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) △  814,018   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △  814,018   

 追加信託差損益金 △1,297,896   

 (配当等相当額) (    169,147)  

 (売買損益相当額) (△1,467,043)  

 分配準備積立金 483,878   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（425,299円）、費用

控除後の有価証券等損益額（58,579円）、および信託約款に規定

する収益調整金（169,147円）より分配対象収益は653,025円（１

万口当たり118円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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